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資料１ 



➢
経

済
の

好
循
環
の

拡
大

➢
経

済
と
財
政

の
一

体
的

な
再

生

➢
ま
ち
・ひ

と
・し

ご
と
の

創
生

➢
東

日
本

大
震

災
か
ら
の

復
興

の
加

速

➢
潜

在
的
な
成
長
力

の
強

化

５
４
３

Ⅰ
．
地
方
創
生
と
経
済
好
循
環
の

確
立

１
．
地

域
経

済
の

再
生

と
財

政
健

全
化

の
実

現
○

地
域

経
済

好
循

環
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（
為

替
変

動
に

も
強

い
地

域
の

経
済

構
造

改
革

と
地

方
か

ら
の

Ｇ
Ｄ

Ｐ
の

押
し

上
げ

）
～

ロ
ー

カ
ル

1
0
,0

0
0
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

推
進

と
分

散
型

エ
ネ

ル
ギ

ー
イ

ン
フ

ラ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

横
串

で
の

集
中

支
援

～
○

地
域

の
産

業
・
雇

用
創

造
チ

ャ
ー

ト
（
オ

ー
プ

ン
デ

ー
タ

の
活

用
に

よ
り

地
域

の
産

業
構

造
を

見
え

る
化

し
地

方
創

生
を

後
押

し
）

○
地

域
の

自
立

促
進

（
地

方
へ

の
移

住
・
交

流
の

推
進

、
地

域
お

こ
し

協
力

隊
の

拡
充

、
過

疎
対

策
、

地
域

運
営

組
織

の
形

成
促

進
、

JE
T

の
活

用
）

○
※

 新
た

な
圏

域
づ

く
り

と
し

て
連

携
中

枢
都

市
圏

・
定

住
自

立
圏

・
集

落
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

圏
の

推
進

※
地

方
財

政
の

健
全

化
と

自
立

促
進

※
地

方
自

治
体

の
財

政
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

強
化

（
地

方
財

政
の

見
え

る
化

の
推

進
）

☆
税

収
が

安
定

的
で

偏
在

性
の

小
さ

い
地

方
税

体
系

の
構

築
○

ＩＣ
Ｔ

を
活

用
し

た
広

域
連

携
の

取
組

の
推

進
○

地
域

の
ＩＣ

Ｔ
基

盤
整

備
（
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

・
モ

バ
イ

ル
・
W

i-
F
i等

）
○

地
方

創
生

に
資

す
る

IC
T

を
活

用
し

た
街

づ
く

り
等

の
推

進
○

地
方

創
生

に
資

す
る

新
た

な
テ

レ
ワ

ー
ク

（
ふ

る
さ

と
テ

レ
ワ

ー
ク

）
の

推
進

２
．
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
社
会
全
体
ＩＣ

Ｔ
化
の
推
進

○
グ

ロ
ー

バ
ル

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

計
画

の
推

進

○
都

市
サ

ー
ビ

ス
の

高
度

化
（
個

人
属

性
に

応
じ

た
情

報
提

供
）

○
５

Ｇ
等

の
世

界
高

レ
ベ

ル
の

ＩＣ
Ｔ

基
盤

の
実

現
○

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
・
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
・
ク

ラ
ウ

ド
の

活
用

推
進

を
通

じ
た

地
域

産
業

の
生

産
性

向
上

・
活

性
化

○
4
K

・
8
K

技
術

の
展

開
☆

モ
バ

イ
ル

の
競

争
促

進
・
事

業
環

境
の

整
備

○
※

 
産

学
官

連
携

に
よ

る
Io

T
推

進
体

制
の

構
築

○
Ｇ

空
間

２
．

０
○

統
計

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
の

高
度

化
○

競
争

的
資

金
に

よ
る

新
た

な
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
創

出

３
．
ＩＣ

Ｔ
国
際
競
争
力
強
化
・
ＩＣ

Ｔ
国
際
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
展
開
」
の
推
進
、
国
際
的
な
政
策
連
携

※
株

式
会

社
海

外
通

信
・
放

送
・
郵

便
事

業
支

援
機

構
の

活
用

※
国

際
ロ

ー
ミ
ン

グ
料

金
の

低
廉

化
○

国
際

放
送

の
充

実
強

化
○

放
送

コ
ン

テ
ン

ツ
の

海
外

展
開

※
G

7
情

報
通

信
大

臣
会

合
○

行
政

相
談

制
度

の
海

外
発

信
○

統
計

の
国

際
展

開
○

ＩＣ
Ｔ

国
際

競
争

力
強

化
パ

ッ
ケ

ー
ジ

支
援

事
業

等
を

活
用

し
た

地
デ

ジ
、

防
災

IC
T

、
4
K

・
8
K

、
郵

便
等

の
国

際
展

開

Ⅳ
．
未
来
に

つ
な

ぐ
、
行
政
基
盤
の

確
立

1
2
．
行
政
の
ＩＣ

Ｔ
化
・
Ｂ
Ｐ
Ｒ
推
進
と
効
率
的
で
質
の
高
い
行
政
の
実
現

○
行

政
の

ＩＣ
Ｔ

化
の

推
進

、
政

府
情

報
シ

ス
テ

ム
の

セ
キ

ュ
ア

化
※

業
務

改
革

の
徹

底
、

独
立

行
政

法
人

制
度

の
適

切
な

運
用

※
行

政
の

透
明

化
・
国

民
の

権
利

利
益

の
救

済
の

強
化

○
※

地
方

自
治

体
に

お
け

る
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

オ
ー

プ
ン

化
・

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

等
の

推
進

※
国

民
ニ

ー
ズ

を
反

映
し

た
的

確
な

行
政

の
実

現
（
行

政
相

談
）

○
※

公
的

統
計

の
体

系
的

整
備

○
統

計
調

査
の

オ
ン

ラ
イ

ン
化

の
推

進
※

上
質

の
政

策
評

価
に

よ
る

エ
ビ

デ
ン

ス
に

基
づ

く
政

策
の

企
画

・
立

案
の

推
進

1
3
．
主

権
者

教
育

の
推

進
○

民
主

主
義

の
担

い
手

で
あ

る
若

者
に

対
す

る
主

権
者

教
育

の
推

進
○

投
票

率
の

向
上

に
向

け
た

投
票

環
境

の
整

備

○
：
予

算
関

連
◇

：
税

制
（
特

例
）
関

連
☆

：
制

度
関

連
※

：
そ

の
他

Ⅲ
．
安
心
・
安
全
な

社
会
の

構
築

８
．
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
着
実
な
推
進

○
※

 復
旧

・
復

興
の

着
実

な
推

進
○

被
災

地
に

お
け

る
消

防
防

災
体

制
の

充
実

強
化

○
ＩＣ

Ｔ
に

よ
る

復
興

の
推

進

９
．
消

防
防

災
行

政
の

推
進

○
巨

大
地

震
・
火

山
災

害
等

に
備

え
た

緊
急

消
防

援
助

隊
の

強
化

○
複

雑
多

様
化

、
高

度
化

す
る

消
防

需
要

に
対

応
す

る
た

め
の

常
備

消
防

力
等

の
強

化
※

Ｌ
ア

ラ
ー

ト
の

普
及

促
進

○
地

域
防

災
力

の
中

核
と

な
る

消
防

団
の

強
化

○
多

様
な

主
体

に
よ

る
地

域
防

災
力

の
充

実
強

化
と

火
災

予
防

対
策

の
推

進
○

消
防

防
災

分
野

に
お

け
る

女
性

の
活

躍
促

進
○

伊
勢

志
摩

サ
ミ
ッ

ト
等

に
お

け
る

消
防

・
救

急
体

制
の

確
保

○
2
0
2
0
年

東
京

オ
リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ
ン

ピ
ッ

ク
競

技
大

会
等

の
円

滑
な

開
催

に
向

け
た

大
都

市
等

の
安

心
・
安

全
対

策
の

推
進

1
0
．
ＩＣ

Ｔ
の

安
心

・
安

全
の

確
保

○
☆

安
心

・
安

全
な

ＩＣ
Ｔ

利
用

環
境

の
整

備
（
社

会
的

課
題

へ
の

対
応

等
）

○
※

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
の

強
化

○
◇

放
送

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

靱
化

1
1
．
恩
給
の
適
切
な
支

給
○

※
恩

給
の

適
切

な
支

給

①
テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
活
用
に
よ
り
、
誰
も
が
意
欲
を
持
っ
て
参
画
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
。

②
ＩＣ

Ｔ
に
よ
る
社
会
的
課
題
の
解
決
を
進
め
る
と
と
も
に
、
番
号
制
度
の
円
滑
な
導
入
等

を
図
る
。

■
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン

20
20

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
等
の
成
功

総
務

省
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
ア
プ
ロ
ー
チ

2
0
1
6

第
２
回
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｆ
ｒｅ

ｅ
Ｗ
ｉ－

Ｆ
ｉ整

備
推
進
協
議
会
説
明
資
料

安
倍

内
閣

の
重

点
課

題
ア
プ
ロ
ー
チ

総
務

省
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン

①
国
・
地
方
行
政
の
ＩＣ

Ｔ
化
を
推
進
す
る
な
ど
、
効
率
的
で
質
の
高
い
行
政
を
実
現
す
る
。

②
選
挙
権
年
齢
の
１
８
歳
以
上
へ
の
引
下
げ
を
踏
ま
え
、
主
権
者
教
育
を
推
進
す
る
。

①
ロ
ー
カ
ル
・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
推
進
し
、
為
替
変
動
に
も
強
い
地
域
の
経
済
構
造
改
革
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
方
か
ら
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
押
し
上
げ
を
図

り
、
経
済
再
生
と
財
政
健
全
化

の
両
立
に
向
け
た
努
力
を
継
続
す
る
。

②
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
し
、
社
会
全
体
の
ＩＣ

Ｔ
化
を
促
進
す
る
。

③
ＩＣ

Ｔ
国
際
競
争
力
強
化
・
ＩＣ

Ｔ
国
際
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
展
開
」
、
国
際
的
な
政
策
連
携
を
図
る

（
Ｗ
ＩＮ

－
Ｗ
ＩＮ

関
係
構
築
）
。
海
外
へ
の
情
報
発
信
を
強
化
。
対
日
直
接
投
資
の
増
進

を
図
る
。

①
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
着
実
な
復
興
と
消
防
防
災
行
政
を
推
進
す
る
。

②
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
強
化
し
、
安
全
な
社
会
経
済
基
盤
の
実
現
を
図
る
。

Ⅰ
．
地

方
創
生
と
経
済
好
循
環
の
確
立

Ⅳ
．
未

来
に
つ
な
ぐ
、
行

政
基

盤
の

確
立

Ⅲ
．
安

心
・
安
全
な
社
会
の
構
築

Ⅱ
．
く
ら
し
や

す
く
・
い
き
い
き
と
し
た
社

会
の

実
現

Ⅱ
．
く
ら
し
や

す
く
・
い

き
い

き
と
し
た

社
会

の
実

現
４
．
誰
も
が
意
欲
を
持
っ
て
参
画
で
き
る
社
会
の
実
現

○
※

女
性

の
活

躍
支

援
（
テ

レ
ワ

ー
ク

、
女

性
地

方
公

務
員

の
活

躍
推

進
）

○
「
異

能
va

ti
o
n
」
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
の

推
進

５
．
ＩＣ

Ｔ
に
よ
る
社
会
的
課
題
の
解
決

○
医

療
・
教

育
分

野
等

で
の

ＩＣ
Ｔ

の
活

用
○

社
会

イ
ン

フ
ラ

維
持

管
理

へ
の

ＩＣ
Ｔ

の
活

用

○
若

年
層

に
対

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
教

育
の

推
進

○
ロ

ボ
ッ

ト
や

人
工

知
能

に
よ

る
行

動
支

援
（
自

動
走

行
、

自
動

制
御

等
）

６
．
番

号
制

度
の

円
滑

な
導

入
と
利

活
用

の
促

進
○

個
人

番
号

制
度

の
導

入
○

個
人

番
号

カ
ー

ド
・
公

的
個

人
認

証
サ

ー
ビ

ス
等

の
利

活
用

推
進

７
．
郵
政
民
営
化
の
着
実

な
推
進

○
◇

※
郵

政
事

業
の

新
た

な
展

開
と

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

サ
ー

ビ
ス

の
確

保



- ２ -

■ 地域経済好循環推進プロジェクト（為替変動にも強い地域の経済構造
改革と地方からのＧＤＰの押し上げ）

56.7 億円

～ローカル10,000プロジェクトの推進と分散型エネルギーインフラプロジェクトの横串での集中支援～

■ 地域の産業・雇用創造チャート（オープンデータの活用により地域の産
業構造を見える化し地方創生を後押し）

1.6 億円

■ 地域の自立促進（地方への移住・交流の推進、地域おこし協力隊の拡
充、過疎対策、地域運営組織の形成促進、JETの活用など）

8.0 億円

■ 新たな圏域づくりとして連携中枢都市圏・定住自立圏・集落ネットワーク
圏の推進

11.8 億円

■ 地方財政の健全化と自立促進 157,891.1 億円
■ ＩＣＴを活用した広域連携の取組の推進
■ 地域のＩＣＴ基盤整備（ブロードバンド・モバイル・Wi-Fi等） 100.9 億円
■ 地方創生に資するＩＣＴを活用した街づくり等の推進 9.4 億円
■ 地方創生に資する新たなテレワーク（ふるさとテレワーク）の推進 9.0 億円

■ グローバルコミュニケーション計画の推進 21.7 億円
■ 都市サービスの高度化（個人属性に応じた情報提供） 8.0 億円
■ ５Ｇ等の世界最高レベルのＩＣＴ基盤の実現 443.6 億円
■ オープンデータ・ビッグデータ・クラウドの活用推進を通じた地域産業の

生産性向上・活性化
5.9 億円

■ ４Ｋ・８Ｋ技術の展開 12.5 億円
■ 産学官連携によるIoT推進体制の構築 11.0 億円
■ Ｇ空間２．０ 9.5 億円
■ 統計オープンデータの高度化 13.3 億円
■ 競争的資金による新たなイノベーションの創出 22.8 億円

■ 国際放送の充実強化 36.4 億円
■ 放送コンテンツの海外展開 17.0 億円
■ 行政相談制度の海外発信 0.2 億円
■ 統計の国際展開 2.0 億円
■ ＩＣＴ国際競争力強化パッケージ支援事業等を活用した地デジ、防災

ICT、4K・8K、郵便等の国際展開
30.3 億円

■ 女性の活躍支援（テレワーク、女性公務員の活躍推進） 9.7 億円
■ 「異能vation」プログラム等の推進

■ 医療・教育分野等のＩＣＴの活用 21.3 億円
■ 社会インフラ維持管理へのＩＣＴの活用 1.5 億円
■ 若年層に対するプログラミング教育の推進 5.0 億円
■ ロボットや人工知能による行動支援（自動走行、自動制御等） 17.5 億円

■ 個人番号制度の導入、個人番号カード・公的個人認証サービス等の利
活用推進

204.3億円＋事項要求

         2.2億円の内数

        18.3億円の内数

平成2８年度予算概算要求における主要事項 
Ⅰ．地方創生と経済好循環の確立

１．地域経済の再生と財政健全化の実現   158,088.5 億円 

２．新たなイノベーションを創出する社会全体ICT化の推進 548.3億円 

Ⅱ．くらしやすく・いきいきとした社会の実現

4．誰もが意欲を持って参画できる社会の実現  9.7億円 

5．ICTによる社会的課題の解決  45.3億円 

6．番号制度の円滑な導入と利活用の促進       204.3億円 

3．ICT国際競争力強化・ICT国際「パッケージ展開」の推進、国際的 

  な政策連携   86.0億円 

平成２８年度総務省所管予算概算要求の概要（ＩＣＴ関連抜粋）
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組をモデル的に支援 
【主な経費】 定住自立圏構想の推進に要する経費 0.7 億円 

(c) 過疎地域等集落ネットワーク圏の推進 9.0（4.0） 

・ 基幹集落を中心に周辺の複数集落をひとつのまとまりとする「集落ネットワーク圏」（小さ

な拠点）を形成し、「くらし」を支える生活サポートシステムの構築や「なりわい」を継承・創

出する活動の育成をモデル的に支援 
【主な経費】 過疎地域等集落ネットワーク圏形成支援事業 9.0 億円 

(5)地方財政の健全化と自立促進 157,891.1（155,726.4） 

(a) 地方の一般財源総額の確保  157,527.8（155,357.4） 

・ 「特別会計に関する法律」に基づく地方交付税及び地方特例交付金財源の交付税及び

譲与税配付金特別会計への繰入れ 

(b) 市町村合併体制整備費補助   7.9（23.6） 

・ 合併市町村が市町村建設計画に基づいて行う事業に対する補助 

(c) 基地交付金・調整交付金 355.4（345.4） 
・基地交付金   283.4（275.4） 

国が米軍に使用させている固定資産及び自衛隊が使用する飛行場、演習場等が所

在する市町村に対して交付する基地交付金 
・調整交付金 72.0（70.0） 

米軍資産が所在する市町村に対して、税財政上の影響を考慮して交付する調整交

付金 

(6) ICT を活用した広域連携の取組の推進    2.2 億円の内数 
・ 新たな広域連携を推進するため、ICT を活用した広域連携による住民サービスの向上に

係る具体的な取組をモデル的に支援 
【主な経費】 新たな広域連携の促進に要する経費 2.2 億円の内数 

(7) 地域の ICT 基盤整備（ブロードバンド・モバイル・Wi-Fi 等）100.9（73.9） 
・条件不利地域における光ファイバ整備の推進 

  固定系超高速ブロードバンド未整備地域のうち民間事業者による整備が見込まれな
い「条件不利地域」において、光ファイバ等の超高速ブロードバンド基盤や海底光
ファイバ等の中継回線の整備を実施する地方公共団体に対し、その事業費の一部を
補助 

【主な経費】 情報通信基盤整備推進事業 7.0 億円（新規） 

・携帯電話がつながらない地域における整備の推進 

①過疎地等の地理的に条件不利な地域において、市町村が携帯電話等の基地局施設

を整備する場合や、無線通信事業者が基地局の開設に必要な光ファイバ等を整備

する場合に、その事業費の一部を補助

②道路トンネルや鉄道トンネルの携帯電話の電波が届かない場所において、一般社

団法人等が携帯電話等の基地局施設等を整備する場合に、その事業費の一部を補

助
【主な経費】 携帯電話等エリア整備事業  23.4 億円

電波遮へい対策事業  36.7 億円 

平成２８年度総務省所管予算概算要求の概要（ＩＣＴ関連抜粋）

003980
ハイライト表示



- ４ - 

・無料公衆無線ＬＡＮ環境の整備促進 

地方公共団体等が観光・防災拠点における公衆無線ＬＡＮ環境の整備を行う場合に、

その事業費の一部を補助 
【主な経費】 観光・防災Ｗｉ－Ｆｉステーション整備事業  10.0 億円 

(8) 地方創生に資する ICT を活用した街づくり等の推進   9.4（1.4） 
ＩＣＴ街づくり等の成功モデルの横展開に取り組む自治体や事業者等の初期投資・

継続的な体制整備等にかかる経費の一部を補助 
【主な経費】 ＩＣＴまち・ひと・しごと創生推進事業  7.0 億円（新規） 

(9) 地方創生に資する新たなテレワーク（ふるさとテレワーク）の推進 

9.0（新規） 
企業や雇用の地方への流れを促進し、地方創生を実現するため、「いつもの仕事をど

こにいてもできるテレワーク」（「ふるさとテレワーク」）の全国普及展開等を実施 
【主な経費】 ふるさとテレワーク推進事業   9.0 億円（新規） 

(1) グローバルコミュニケーション計画の推進   21.7（13.8） 
・世界の「言葉の壁」をなくしグローバルで自由な交流を実現する「グローバルコミ
ュニケーション計画」を推進するとともに、訪日外国人への対応の充実による観光
産業の活性化等、地方創生に資するため、①多言語音声翻訳技術の対応領域及び対
応言語の拡大に向けた研究開発、②病院・商業施設・観光地等における社会実証を
実施 

・外国人が必要な情報を容易に入手できる環境を構築するための多言語翻訳技術を活
用した放送連動サービスの実証を実施 
【主な経費】 グローバルコミュニケーション計画の推進   21.7 億円 

NICT 運営費交付金  274.6 億円の内数 

(2) 都市サービスの高度化（個人属性に応じた情報提供） 8.0（0.4） 
外国人観光客等に対して、スマートフォンや交通系ＩＣカード、デジタルサイネー

ジを活用した個人の属性（母国語や障がいの程度等）に応じた情報提供を実現する

ため、①必要となるクラウドプラットフォームの機能検証、②災害時の一斉情報配

信を実現するための相互接続性検証等を実施
【主な経費】 ＩＣＴを活用した都市機能高度化推進事業   8.0 億円 

(3) 5Ｇ 等の世界最高レベルの ICT 基盤の実現 443.6（403.9） 
・２０２０年頃の第５世代移動通信システム(５Ｇ)※実現に向けて、第５世代モバイル

推進フォーラム等の場も活用し、産学官連携による研究開発や国際標準化活動を強

力に推進 
※現在の 1,000 倍の通信容量、同 100倍の接続機器数、10Gbps 以上のピーク通信速度、1ミリ秒以下

の低遅延等の実現を目指す。 

【主な経費】 第５世代移動通信システム実現に向けた研究開発等   30.9 億円 

・２０２０年オリンピック時に予想される８Ｋ映像等の巨大なリアルタイムデータの

流通等に対応するため、現状を大幅に上回る超大容量の通信に対応可能な次世代光  

ネットワーク技術の研究開発を推進 
【主な経費】 巨大データ流通を支える次世代光ネットワーク技術の研究開発   9.0 億円 

２ ．新たなイノベーションを創出する社会全体 ICT 化の推進  548.3 億円 

平成２８年度総務省所管予算概算要求の概要（ＩＣＴ関連抜粋）
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て
、

下
記

の
う

ち
か

ら
、

当
て

は
ま

る
も

の
を

選
択

し
て

く
だ

さ
い

。

（
選

択
肢

）

１
．

　
活

用
し

た
い

又
は

活
用

を
検

討
し

た
い

。
も

し
く
は

、
平

成
２

７
年

度
事

業
に

お
い

て
、

す
で

に
活

用
し

て
い

る
。

2
1

3
8
.9

%
9

5
6
.3

%
２

．
　

活
用

す
る

予
定

は
な

い
（
自

己
負

担
又

は
他

交
付

金
等

で
の

支
援

で
整

備
す

る
予

定
）
。

8
1
4
.8

%
3

1
8
.8

%

回
答

【
総

務
省

】

問
３

問
３

更
問

富
山

県
１

６
団

体

問
２

問
２

更
問

問
１

北
陸

管
内

５
４

団
体
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